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四
月
一
日
付
け

で
島
根
あ
さ
ひ
社

会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
長
を
拝
命
し

ま
し
た
平
床
隆
二 

（
ひ
ら
と
こ　

り
ゅ
う
じ
）
で
す
。
自
然

豊
か
な
こ
の
旭
町
に
お
い
て
、
当
セ
ン
タ

ー
の
一
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

簡
単
に
自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

生
ま
れ
育
ち
は
九
州
熊
本
で
す
。
前
任
地

も
福
岡
で
し
た
の
で
、
当
地
の
朝
晩
の
予

想
以
上
の
冷
え
込
み
は
若
干
想
定
外
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
十
六
回
の
転
居
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
中
国
地
方
で
勤
務
す
る
の

は
初
め
て
で
す
。
当
然
島
根
県
で
の
生
活

も
初
め
て
で
す
の
で
、
色
々
な
面
で
勉
強

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
年
の

運
営
開
始
か
ら
十
三
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
「
官
民
協
働

の
運
営
」
、
「
地
域
と
の
共
生
」
、
「
人

材
の
再
生
」
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
基
本
方

針
で
あ
り
、
我
々
職
員
が
目
標
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
も
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
昨
年
来
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
行
事

も
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、

誠
に
残
念
か
つ
遺
憾
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
れ

ば
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
、
ま
た
、
皆

様
と
従
前
ど
お
り
の
交
流
が
図
れ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
明
る
い
未
来
を
信
じ
て
職

員
と
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

島根あさひ社会復帰促進センター

調査官　谷垣　昌俊

島根あさひ社会復帰促進センター

処遇首席　加　瀬　　隆

島根あさひ社会復帰促進センター

作業首席　阿部　光成
　本年４月から調査官として勤務しています谷垣と申します。
生まれは北海道です。現在は、家族の生活拠点を東京に移し、

転勤（単身）生活を送っていますが、島根県での勤務・生活は初めてです。
４月４日、自家用車のナビを「浜田市役所旭支所」に設定し、東京から高
速を利用して島根県に向かいました。遠くて不安でした。ここまでの長距
離を運転したことがなかったことや、３０万で購入した自称「スーパーカ
ー」がこの距離を耐えられるのかという思い、加えて、東京から滋賀県に
入るくらいまでの夜の激しい雨攻撃、時間も止まっているように感じ、不
安感しかない道中でした。ただ、翌５日の朝方、「島根県に入りました。」
というナビの声を聞いた以降から気分が逆転しました。
到着してすぐに転居手続きしていただいた旭支所の職
員さん、いろいろ質問しても丁寧に教えていただいた
各店員さんなど、その日に携わっていただいたたくさ
んの地元の方々の対応がとても親切で、「この土地の
方々って温かいんだなぁ」という好印象を強く受けま
した。そのような地で生活できることに感謝し、頑張
ってまいります。どうぞ、よろしくお願い申し上げます。

　本年４月１日付けで、島根あさひ社会復帰促進センター処
遇首席を命ぜられた加瀬隆と申します。
　前任地は、北海道樺戸郡月形町に所在する月形刑務所で、
４月１日（木）夕方に小樽港をフェリーで出港し、２日（金）
朝に新潟港に到着し、その後は北陸自動車道と山陽自動車道
を自家用車で西進して広島市内入りし、３日（土）午前中に
ようやく島根県浜田市旭町に辿り着きました。
　これまで、再犯の刑事施設を中心に勤務してきた自分にと
って、先進的な取組を実践する当センターの光景は驚きの連
続であり、自分がまだ知らない刑事施設で勤務する機会、そ
して島根県民として生活する機会を与えられたことに感謝し
ています。

  地域との共生をコンセプトに掲げる当セ
ンターの一員として、在任中は地域に溶け
込み、地域の活力となれるよう頑張ります
ので、よろしくお願いいたします。

　このたび、島根あさひ社会復帰
促進センター作業首席として着任
いたしました阿部と申します。
　出身は四国徳島県ですが、この

１０年近くは中国地方内での転勤を繰り返して
おり、今回、初めて島根県内で生活させていた
だくこととなりました。
　前任は山口県にある官民協働の刑事施設であ
る美祢社会復帰促進センターにおいて、主に地
域や近隣住民の皆様とのかかわりが強い業務に
当たっておりましたが、気持ちを新たに、微力
ながら、当センターの施設運営あるい
は地元地域の発展に貢献できる働きが
できるよう努めてまいりたいと考えて
おります。今後とも、御指導、御鞭撻
のほど、よろしくお願いいたします。

島根あさひ社会復帰促進センター

経理課長　佐野　貴宣
　広島刑務所尾道刑務支所から経理課長とし
て着任しました佐野と申します。地域の皆様
の御尽力を賜りながら、より良い施設運営を
目指して尽力してまいりますので御指導のほ
どよろしくお願いします。

　これまでの異動において様々な施設で勤務してきましたが、
いずれの施設においても被収容者の法的地位や受刑者の処遇
指標が異なる施設で勤務し、今回はＰＦＩ施設ということで、
新しいことを学ぶことができる機会をいただいたことに感謝
するとともに、ＰＦＩ施設ならではの知識を得られることを
楽しみにしています。
　私生活では、人間ドックの結果から健康を意識するように
なり、歩くことを始めました。コロナの関係もあ
り、行動に制限がついてしまいますが、可能な限
り健康に良いことをと考えております。機会があ
りましたら、良いコースを教えてください。
　公私にわたりお世話になりますが、どうぞよろ
しくお願いします。
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 ～フランス
　　　パリ～

ＳＳＪ(株)
　　　Ｏ.Ａ.

　社会復帰促進部の支援員Ｏと申します。私は父の転勤の都合で、東京、
松江、名古屋、千葉、パリ、デュッセルドルフと色々な地で過ごしてきま
した。今回は、その中で幼稚園から小学１年生、そして小学６年生から中
学２年生に住んでいたフランスのパリを、子供の頃の視点（食中心）から
紹介します。
　パリは、市内をセーヌ川が貫く盆地になります。セーヌ川沿いの市の中
心から、かたつむりのように外側に向けて２０の区で分けられています。

私が住んでいたのは１５区で、１５区と１６区は在仏日本人が多く住む地域でした。有名
なエッフェル塔や凱旋門は、７区や８区といった中心に位置しており、１区にはコンコルド広場
やルーヴル美術館があります。
　フランスといえばフランス料理などが話題に挙がると思いますが、道を歩いているとよく焼き栗
が売られていたのを思い出します。私がパリで好んで食べていたのは、パン屋やCafé(カフェ)にあ
るキッシュやイチゴのタルト、ガレットと呼ばれる蕎麦粉のクレープでした。そして何よりも好き
だったのは新年のお祝いとして、家庭や仲間内で食べられる、ガレット・デ・ロアというお菓子で
した。このお菓子は、フェーヴと呼ばれる小さい陶器の人形を、クリームアダマンドの中に隠して
包んだパイ生地を焼き上げるもので、切り分けられたガレットの中に、フェ
ーヴが入っていると、その日１日王様になれる（紙でできた金色の王冠を被
れる）という遊び要素を含む食べ物です。家でも作ってもらっていたし、幼
稚園でもレクリエーションの一つとして毎年行われていたのを覚えています。
　町を歩いているとパン屋と肉屋が多いように感じられました。朝早くに
パン屋に行くと焼きたての美味しいフランスパンを食べることができます。フランスパンは、日
本のフランスパンと違って、外側の固さは歯が強くないと食べられない程の固さです。肉屋には
ウサギが皮をはがされた状態でぶら下がっていたのを思い出しますが、なによりも太めのサラミ
がおいてあることが私にとっては大事でした。このサラミをそのまま頬張る瞬間がとても嬉しく、

本当に贅沢に感じられたのを覚えています。
　パリはとても遠いですが、人生１回は行っても損はしないと思い
ます。私ももう１度だけパリに帰るのが、生涯の目標であり、夢に
なっています。ぜひ行ってみて頂ければと思います。

　

令
和
三
年
に
な
り
、
寒
さ
も
和
ら
い
で
き
て
、
春
一

番
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

去
年
に
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
日

な
ど
県
外
へ
の
移
動
が
難
し
く
な
っ
た
今
日
こ

の
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
ど
う
お
過
ご
し
で
す
か
？

　

本
来
な
ら
ば
、
去
年
の
夏
に
開
催
予
定
だ
っ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
今
年
行
わ
れ
る
予
定
で
す

が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
家
族
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー

の
た
め
に
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

　

遊
び
に
出
ら
れ
な
い
か
ら
ネ
タ
が
無
い
！
（
Ｏ
・
Ａ
）
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センター概況（令和３年４月末現在）

(各日10:30～12:30)

株
式
会
社　

大
林
組

　

総
括
補
佐 

新
居　

健
一

　

昨
年
十
月

よ
り
総
括
補

佐
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま

す
「
し
ん
き

ょ
」
と
書
い
て
「
に
い
」
と
読
む

「
新
居
」
と
申
し
ま
す
。
所
属
企

業
は
大
林
組
で
入
社
以
来
国
内
各

地
で
現
場
監
督
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
し
た
が
、
縁
有
っ
て
今
回
当

セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

出
身
は
淡
路
島
で
す
が
、
中
国

地
方
で
の
学
生
生
活
＆
現
場
勤
務

が
長
く
な
り
、
今
で
は
関
西
弁
と

広
島
弁
が
混
ざ
っ
た
変
な
方
言
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
根
っ

か
ら
の
関
西
人
の
た
め
「
人
の
笑

顔
」
は
私
の
大
好
物
で
す
（
笑
）

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
建
物
の
維
持

管
理
を
主
に
担
当
し
ま
す
が
、
今

ま
で
の
社
会
人
生
活
で
も
未
経
験

の
業
務
も
「
わ
ん
さ
か
」
あ
る
の

で
「
オ
ー
ル
ド
ル
ー
キ
ー
」
と
し

て
初
心
を
忘
れ
ず
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
「
お
な
か
」

の
成
長
は
ホ
ド
ホ
ド
で
…
。

　

私
生
活
で
は
十
数
年
以
上
単
身

赴
任
生
活
が
続
い
て
お
り
、
平
日

の
帰
宅
後
も
「
の
ほ
ほ
ん
」
と
過

ご
し
て
お
り
、
時
折
出
か
け
る

「
温
泉
」
が
至
福
の
時
間
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
週
末
に
は
ア

マ
チ
ュ
ア
野
球
観
戦
で
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
を
満
喫
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

合人社計画研究所

　総務業務責任者　黒木  諭
　このたび総務業務責任者として着任いたしました
黒木諭と申します。

　福岡出身で生まれも育ちも九州の根っ
からの九州男であり、園児の頃から部活
漬けの生活をおくってきたので、バリバ
リの体育会系という非常に暑苦しい男でございます。
　中国地方で生活するのは初めてですが、転勤族とい
うこともあり、新たな土地での新たな生活にワクワク

しております。（十数年ぶりの単身赴任ですので、家事には苦戦し
ておりますが。）それから、島根県は中国地方屈指のサーフィンの
メッカですので、そちらも楽しみでなりません。
　当センターの仕事は、これまで経験してきたものと全く異なるも
のですので、皆さまには何かとご不便やご迷惑をおかけする場面も
あるかと思いますが、早く業務に慣れ、微力ながらお役に立てるよ
う精進して参りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

イオンディライト株式会社

　清掃責任者　佐藤　貴志
　本年４月から清掃業務責任者となりま
した佐藤と申します。私は現地島根あさ
ひに勤務はしておらず広島の緑井より週
１回程度で作業の確認や調整等、清掃責任者としてお
伺いさせていただいております。
　前任の清掃責任者にて清掃仕様を見直し明確になり
ました。私はその仕様にそって作業漏れのないよう業
務確認を行い、そしてお客様に喜ばれるような業務を
提供できるよう心掛けていきたいと思います。
　今後とも問題点等が多々あろうかと思
いますが都度、迅速に対応して参ります
ので何卒よろしくお願い致します。

予約・問合先 TEL 0855-45-8166
　(受付時間 平日 9:00～17:00)

６月１０日（木）
７月　８日（木）
８月　５日（木）
９月　２日（木）
１０月７日（木）
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